
千葉看護学会第 32回学術集会 

 

 

開催趣意書 

 

 

 寄付 

 講演集広告掲載 

 ホームページバナー掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会期：2026年 9月 12日(土) 

会場：千葉大学亥鼻キャンパス 看護学部 

主催：千葉看護学会第 32回学術集会 

 

学術集会会長  中山 登志子 (千葉大学 教授) 

  



 

  

ご 挨 拶 

 

謹啓 貴社におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は、格別のお引

き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。  

一般社団法人千葉看護学会は、千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程が開設されたことを

契機に、看護学の基盤をより豊かにかつ強固にしていく研究へと推進するために、当時の千葉大

学看護学部の教員を中心に 1994 年に設立された学術団体です。設立以降、「実践と研究の往還」

を理念とし、看護学の発展を目指して研究成果の蓄積と発信を担ってきました。設立の経緯より、

学術団体の名称に千葉という地名が含まれておりますが、会員数は 650 人を超え、全国にわたり

広く活動しております。 

このたび、千葉看護学会第 32 回学術集会（CANS32）を 2026 年 9 月 12 日（土）に開催する

運びとなりました。会場は、第 31回学術集会に続き、千葉大学亥鼻キャンパス（看護学部）にて

行います。全国で活躍なさっている会員の皆様をはじめ、この機会にお一人でも多くの方々が千

葉大学亥鼻キャンパスにお越しくださることを願っております。 

 CANS32 のメインテーマは、「看護の未来を創造する－看護職者の知の結集を通して－」としま

した。このテーマは、看護職一人では成し得ない「看護の未来の創造」という大きな挑戦を、本

学術集会を機に相互に学び合い協同することを通して実現したいという願いを込めて設定しまし

た。ご存知の通り、社会の著しい変化や医療技術の進展、ＡＩ（人工知能）の台頭により、看護の

役割は拡大、多様化し、複雑さを増しています。このような状況の中、これまで看護職が大切に

してきた実践を通して累積してきた知、教育により次世代に受け継ぐ知、そして専門職として不

可欠な研究によって産出した知を結集することは、未来の看護を形づくる原動力となることと確

信しています。 

 本学術集会は、参加者お一人おひとりがこれらの知を持ち寄り、10年先、20年先の看護につい

て、教育について考える機会にしたいと思っております。また、看護職にしか担えない仕事や看

護が生み出す価値についても語り合える機会にしたいと考えています。本学術集会を通して生ま

れる対話や協同が看護の新たな可能性を切り開き、クライエントとその家族、地域社会、そして

世界の人々のウェル・ビーイングにつながっていくことを期待しています。 

企業・団体の皆様におかれましては、本学術集会の趣旨にご賛同いただき、ご寄付によるご支

援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

謹白  

2026 年 1 月吉日  

千葉看護学会第 32 回学術集会  

学術集会会長 中山 登志子 



 

  

千葉看護学会第 32回学術集会企画委員名簿 

 

【学術集会会長】 

中山 登志子 千葉大学大学院看護学研究院  教授 

 

【企画委員】 

飛世 真理子 千葉大学大学院看護学研究院  ＊ 事務局長 

植田 満美子 千葉大学大学院看護学研究院  ＊ 副事務局長 

依田 智未 千葉大学国際高等研究基幹  ＊ 事務局会計 

松田 安弘 群馬県立県民健康科学大学  ＊ 事務局広報・実行委員長 

鈴木 美和 三育学院大学    ＊ 事務局庶務 

飯野 理恵 千葉大学大学院看護学研究院 

上國料 美香 東京医療保健大学 

坂上 明子 武蔵野大学 

永野 光子 順天堂大学 

望月 良美 埼玉県立大学 

横田 慎一郎 千葉大学大学院看護学研究院 

泉澤 清枝 千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程 

石塚 沙樹 千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程 

鈴木 日香里 千葉大学大学院看護学研究科博士前期課程 



寄付金 募集要項 

1. 会の名称 千葉看護学会第 32回学術集会 

  

2. 学術集会会長 中山 登志子(千葉大学 教授) 

  

3. 会期 2026年 9月 12日（土） 

  

4. 開催の目的 千葉看護学会の理念「実践と研究の往還」を具現化するために、医療

介護福祉の専門職や学生との交流を図ることを目的とします。 

  

5. プログラム概要 以下のプログラムを予定しています。 

 会長講演 

 教育講演 

 シンポジウム 

 一般演題（口演） 

 交流集会 

  

6. 会場 千葉大学亥鼻キャンパス 看護学部 

  

7. 参加予定人数 130人(看護師、保健師、助産師、訪問看護師、大学教員、ソーシャル

ワーカー、学生（学部生・大学院生）他) 

  

8. 寄付の目的 千葉看護学会第 32回学術集会の開催資金 

  

9. 寄付金の使途 千葉看護学会第 32回学術集会の運営経費に充当 

  

10. 寄付方法 一口以上（一口：10,000円）。お手数をおかけしますが、「寄付金申込

書」にてご一報くださいますようお願い申し上げます。 

  

11. 振込先 8月末日までに、以下の口座に振り込みをお願い申し上げます。 

 銀行名：三井住友銀行 

 支店名：大塚支店 

 預金種類：普通預金 

 口座名義：一般社団法人 千葉看護学会 

 口座番号：2228068 

  

 



 

  

12. 広告掲載の希望  A：講演集への掲載（一口 1／2頁、二口１頁） 

 B：ホームページバナー（縦：67pix 横：250pix） 

  

13. お問い合わせ先 千葉看護学会第 32回学術集会事務局 事務局長 飛世真理子 

千葉大学大学院看護学研究院 文化看護学講座 

〒260-8672 千葉市中央区亥鼻 1－8－1 

E-mail：tobise@chiba-u.jp 

 


